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 平成２８年度の「輝け☆明日の先生の会」

が、５月１４日（土）川崎市総合教育センタ

ーで開催された。 

 
募集定員は 70人

であったが１２

３人の受講者の

受け入れでスタ

ートした。 

 開講式では、総合教育センター芹澤所長、

サポートセンター藤田理事長の挨拶のあと、

担当する須山室長、中野、伊藤両指導主事の

紹介があった。 

講話①では、佐藤裕之理事・教育改革推進

担当部長から「川崎の教育の現状」、講話②

では、前川崎市教育委員の高橋陽子氏から

「父母の期待する教師像」のお話があった。 

７グループのゼミをそれぞれサポートセン

ター所員(元校長)と現役の教頭と総括教諭

等が担当し、川崎市の教員をめざす受講者の 

資質と能力を高めるための指導にあたる。 

 
 

 

 

 平成２８年度第１回ふれあい体験活動が、５月１４日(土)旭町こども文化セ

ンターで開催された。昨年度まで会場としていた「青少年の家」から変更した

ためか、使い慣れたこどもサポート旭町の子どもたちが生き生きと活動する姿

が目に映った。親同士の会話、こども同士の作業に笑顔があふれたひとときで

あった。トランプ手品、輪投げ、射的など、きめ細かな計画をたてた柴田主任

はじめとするスタッフに感謝したい。 

川崎の教育を支える若い力 
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日 曜 主 な 行 事 

 １ 水 研究推進委員会 

 ２ 木  

 ３ 金  

 ４ 土 総会（１３時大会議室） 

理事会（１５時４０分第①/第②） 

 ５ 日  

 ６ 月  

 ７ 火   

 ８ 水  

 ９ 木  

１０ 金 事務局長・次長会１１時：事務局会１３時 

１１ 土 輝け明日の先生の会② 

１２ 日  

１３ 月 中原区保護者ミーティング② 

１４ 火  

１５ 水 学習相談部会 

１６ 木 (南)情報交換会② 

１７ 金  

１８ 土 ふれあい体験②(会場：南野川) 

１９ 日 サイエンスキッズ準備会１０時宮ノ下 

２０ 月  

２１ 火 不登校対策委員会①総合教育センター 

２２ 水  

２３ 木 自主研究運営協議会①教育会館 

２４ 金  

２５ 土 輝け明日の先生の会③ 

サイエンスキッズ準備会１０時宮ノ下 

２６ 日  

２７ 月      

２８ 火  

２９ 水 出前科学教室（西梶ヶ谷小）１５時１０分 

３０ 木 サポーター研修会１－①１０時 

サポター研修会１－②１４時 

（総合教育センター） 

 

２８年 ６月 の 行 事 予 定 

 

熱弁 片山田鶴子副理事長 

川崎市小学校栄養研究会にて 

 ５月１１日（水）、川

崎市立宮前平小学校に

て、小学校教育研究会

栄養研究会が開催され 

た。当研究会より、「不登校・特別支援の子どもたちへの学習

支援のあり方」についての講師要請に基づき、片山田鶴子副

理事長が派遣された。小学校栄養研究会が主催であったが、

他の研究会や中学校教員などの参加も多数見られた。 

また、研修会では、事例に基づいてのグループワークも行わ

れ、熱心な話し合いがされた。 

サポートセンターの事業の特色のひとつに、専門分野にお

ける講師派遣事業あるが、今後もこの分野の裾野を広げたい

ものである。 

 

 

5月23日（月）平成28年

度東京応化助成の贈呈式が

ＫＳＰホールで開催された。

「科学教育の普及・啓発助

成」としてサイエンスキッズ

の日頃の活動が評価された。

担当者である鈴木博氏の笑

顔が印象的であった。 

 平成28年度、宮ノ下学習・相談全体会 

が5月25日（水）開催された。通所児 

童生徒62人の指導記録手順、安全面の確保、研究的視点での

取り組み、ふれあい体験活動の計画等、山田総務課長の司会で、

熱心な討議がなされた。会議終了後、青木事務局次長の音頭で

学習指導者間の情報交換が行われた 

 

藤島昭理事長挨拶 


